
 

生命科学・医学系研究実施のお知らせ 

〇倫理委員会の審査を受け、以下の研究を実施しております。 

本研究に関する内容の詳細等、お知りになりたい方は下記【問い合わせ先】までご連絡ください。なお、試料・

情報が本研究に用いられることについて、研究の対象となる方（もしくは代理人の方）にご了承いただけない場

合は研究対象から除外いたしますので、下記【問い合わせ先】までお申し出ください。 

【研究課題名】 自宅と施設で看取られた高齢者の臨床的・社会的特徴に関する探索的研究 

1.研究の目的と方

法 
先行研究では、在宅（自宅・施設）での看取りに関連する因子として、性別や年齢、死

因、認知機能、要介護度、日常生活自立度、同居者の有無、経済的背景、訪問診療の介入

期間などが報告されています。また、栄養状態を示すアルブミン値は ADL（Activities of 

Daily Living）との関連があることが示唆されており、在宅療養の継続や看取り場所の選

択に影響を及ぼす可能性があります。 

本研究では、先行研究で示されている在宅（自宅・施設）での看取りに関連する臨床

的・社会的因子を後方視的に抽出し、当院の訪問診療エリアである世田谷区およびその周

辺地域において、先行研究で示されている結果がいえるのか、あるいは、何がいえるかを

探索的に分析します。 

自宅および施設で看取られた高齢者の特徴を明らかにし、本人の希望を限りなく尊重し

た看取りを実現するための示唆を得ることを目的とします。 

方法としては、診療録と実務上取得した社会的背景を含めた情報を用いて評価項目のデ

ータ収集を行い、自宅看取りと、施設看取りで 2 群間比較を行います。 

2.研究期間 倫理委員会承認日から 2025 年 12 月 31 日、研究の実施を予定しています。 

3.対象となる方等 2024年 1月 1日から 2024年 12月 31日の 1年間で当院にて看取りを行った 65歳以上の 187

名を対象とします。 

4.研究に利用する

試料・情報につ

いて 

(1)試料の種類 試料は使用しません。 

(2)試料の取得

の方法 
試料は使用しないため、該当しません。 

(3)情報の種類 ①性別 

②死亡時年齢（65 歳以上） 

③直接死因・直接死因の原因 

④訪問診療介入日数 

⑤アルブミン値（初診時に実施した採血結果を使用。自宅看取りは訪問

診療開始日、施設看取りは施設入居後の当院初診日となる。） 

⑥栄養経路（経口摂取 or 経腸栄養（経鼻胃管・胃瘻・腸瘻）or 静脈栄

養（末梢静脈・中心静脈）） 

⑦障害高齢者の日常生活自立度（JABC スコア） 

⑧臨床的認知症尺度（Clinical Dementia Rating：CDR） 

⑨要介護度 

⑩資金力（生活保護を受給しているか、していないか） 

⑪独居 or 非独居 



 

（独居の場合、キーパーソンが患者の自宅からどの程度離れた位置に住

んでいるのか調査する。なお、本研究におけるキーパーソンとは、患者

が意思を表明できない際に、患者の意思を代理して伝えることができる

人物を指す。ただし、成年後見人は含まないものとする。） 

(4)情報の取得

の方法 
当院の診療録から診療時のデータ、また実務上取得した社会的背景を含

めた情報を使用します。 

5.研究の実施体制 あなたの試料・情報は、以下の研究者が研究のために利用します。 

試料・情報は、(3)の管理責任者が責任をもって、保管・管理します。 

(1)当施設の 

研究責任者

または研究

代表者 

研究機関名 医療法人社団永研会ちとせクリニック 

氏名 米川詩音 

(2)当施設の長 金井文彦 

(3)当施設の 

試料・情報の

管理責任者 

 (1)の研究責任者と同じ 

(4)共同で研究

を実施する

施設とその

責任者 

この研究では共同で研究を実施する機関はありません。 

6.試料・情報を他

機関とやり取り

することについ

て 

この研究では、外部の機関と試料・情報をやり取りすることはありません。 

【問い合わせ先】  機関名：医療法人社団永研会ちとせクリニック 

研究責任者： 米川詩音（ヨネカワシオン） 

窓口担当者： 渡邊雅人 山﨑裕紅子 

電話番号：03-5315-3363 

対応時間：平日 9：00～18：00（内線番号：120） 

※利用する情報等からは、お名前、住所、電話番号、カルテ番号など、個人を特定できる情報は削除いたします。 

研究成果を学会や論文で発表する際も個人が特定できる情報は利用いたしません。 


